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第 5 9 0 号

昭和57年度

保健予防年間日程表

2・3面に掲載

知事選挙きょう11日は投票日

身近で大切な選挙です

き
ょ
う
十
一
日
は
、
京
都
府
知

事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
私
た
ち

の
牛
居
に
直
結
し
た
府
政
の
代
表

者
忿
啜
掌
ハ
切
な
機
会
で
す
。
よ

く
考
凡
て
大
切
な
一
票
奮
幣
簒

し
ょ
う
。

▼
投
票
時
間
は
午
後
6
時
ま
で

促
蒔
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
堡
八
時
ま
で
。
た
だ
し
、
第
1
7
、

1
8
投
票
所
は
午
後
五
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
票
所
（
下

表
）
へ
は
盤
裕
理
券
か
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た

り
、
忘
れ
た
場
合
は
係
員
に
申
し

出
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）棄権はやめましょう（不在者投票風景）

・

｜ ．

投票所一覧
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所

在

地

笠
取
小
学
校

通
学
バ
ス
が
運
行

通
学
の
安
全
を
確
保

1
ぼ
、
四
月
六
日
か
ら
笠
取

小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
の
安
全

対
策
を
図
る
た
め
、
通
学
用
ワ
ゴ

ン
車
の
運
行
聚
治
め
ま
し
た
。

笠
取
小
学
校
は
市
の
中
心
街
か

ら
約
二
〇
μ
の
山
間
に
あ
り
、
地

域
れ
広
く
通
学
ず
る
の
に
遠
い
と

こ
ろ
で
は
約
五
ｕ
も
歩
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
は

児
童
数
も
多
く
通
学
ず
る
仲
間
が

あ
り
ま
し
た
が
、
年
々
児
童
数
も

減
少
し
、
今
で
は
十
三
人
と
な
っ

て
い
未
了
。
こ
の
た
め
、
子
μ
も

が
安
全
に
通
学
で
き
る
ぷ
つ
に
、

通
学
バ
ス
の
運
行
が
強
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
芦
通
行
さ
れ
た
通
学
バ

ス
は
、
九
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
Ｐ
Ｓ

▲初乗りをする笠取小学校の子どもたち

ｋ
少
。

六
日
午
前
十

時
半
か
ら
笠
取

小
学
校
の
校
庭

で
運
行
式
が
行

わ
れ
、
児
童
を

代
表
し
て
四
年

生
の
久
世
谷
広

子
さ
ん
は
「
こ

れ
で
安
心
し
て

学
校
に
通
え
ま

す
。
あ
昨
｛
が
と

う
。
｝
と
あ
い

入
価
格
は
二
百
一
万
円
。
一
人
通
さ
つ
。
地
元
の
人
た
ち
も
バ
ス
の

学
と
遠
距
離
通
学
の
七
人
が
利
用
定
全
運
行
か
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

ひとり暮らし老人

乳酸菌飲料配布

70歳以上に

市
で
は
、
ひ
と
り
暮
β
に
謳
天

の
健
康
増
進
と
安
否
の
確
認
な
ど

を
目
的
に
乳
酸
菌
飲
料
配
布
事
業

か
仔
つ
て
い
求
ふ
、
四
月
か
ら

対
象
年
齢
敬
ぶ
十
五
歳
か
ら
、
七

十
歳
以
上
の
人
ま
で
引
き
下
げ
ま

し
挺
。

こ
の
事
業
は
、
市
内
に
在
住
し

同
系
八
字
区
域
内
に
子
ま
た
は
兄

弟
姉
妹
の
お
ら
元
な
い
お
年
寄
り

に
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
一
月

二
日
か
ら
五
日
ま
で
か
啄
ぐ
、
毎

日
、
配
布
金
″
託
し
た
販
売
業
者

か
ら
直
接
お
年
寄
り
宅
を
訪
問
し

お
届
け
し
禾
す
。
。

配
布
要
件
に
該
当
し
、
配
布
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
事
務
所

老
人
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
（
福
祉
課
）

45

古
い
木
・
珍
し
い
木

名
木
百
選
の
募
集
（
最
終
）

緑
豊
か
な
街
づ
ぐ
り
牽
め
ざ
し
、

市
内
の
名
木
を
後
世
に
残
し
て
い

こ
う
と
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
進

め
β
れ
て
い
た
「
名
木
百
選
」
が

名木百選（1、2次選定分）

木の種類 所在地

第
一
次
、
第
二
認
Ｂ
せ
て
や
十

六
件
（
左
表
）
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。選

定
委
員
心
］
で
は
次
の
要
領
で

第
三
次
（
最
終
）
の
募
集
を
し
ま

す
。
も
う
一
度
、
次
幻
り
の
木
や

緑
に
目
か
配
り
、
保
存
と
街
の
緑

化
か
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い

東笠取称名寺

東笠取別所出

ｌｙ

東笠取奥出

東笠取稲出2

西笠取ｉｉ1流宮

西笠取相月

西笠取京都国際カ

ントリークラブｍ．尾大将軍神杜

木幡南山53

五ヶ庄許波多神社

五ヶ庄万福寺

μ

タタ

｀11

11

五ヶ庄蔵林寺

五ヶ庄平野

菟追東中44

明渠町三丁目2の6

志津川神女神ｔｉ
μ
μ

も
の
で
す
。
こ
れ
ぞ
名
木
と
思
わ

れ
る
木
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
名
木
の
基
準

①
古
い
木
で
あ
る
こ
と
（
古
木
）

②
大
き
い
木
で
あ
る
こ
と
（
巨
樹
）

③
姿
、
形
が
い
い
こ
と
（
形
状
）

④
珍
し
い
木
で
あ
る
こ
と
（
珍
木
）

⑤
物
語
や
古
歌
に
出
て
ぐ
る
な
ど

い
わ
れ
の
あ
る
木
で
あ
る
こ
と

（
由
緒
）

こ
れ
ら
の
芦
｝
れ
か
に
該
当
す
る

木
で
あ
り
、
林
や
並
木
な
ど
の
よ

ラ
な
集
団
を
な
す
も
の
を
含
み
ま

す
。
た
だ
し
、
鉢
物
や
草
花
な
ど

は
対
象
か
ら
は
ず
し
示
す
。

▼
応
募
方
法

は
な
荼
た
は
封
書
に
、
①
木

の
名
前
（
種
類
）
②
そ
の
木
の
所

在
場
所
（
略
図
）
③
特
徴
（
大
き

さ
、
古
さ
、
珍
し
さ
な
ぺ
木
に

ま
っ
わ
る
い
わ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
話
の
あ
ら
ｙ
じ
な
ど
）
④
所

有
者
ま
た
は
推
せ
ん
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
、
宇
治
市
宇

治
琵
琶
嗣
宇
治
市
役
所
商
工
観

光
課
内
「
名
木
百
選
選
定
委
員
必
一
」

へ
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。（

商
工
観
光
課
）

神明神社

タタ広野町国鉄新［Ｕ駅

大久保町久保4

大久保町旦椋神社

タ「

大久保町山ノ内28

伊勢田神社

ｊタ安田町大納言26

小倉町巨椋神社

小介町久保22

棋島町落合

東笠取平出

束笠取中畑

東笠取別所出

東笠取済滝宮

西笠取清滝宮

／7西笠取辻出川束31，

池足大将軍神社

五ヶ庄宝善院

五ヶ庄万福寺

1タ菟遊奥ノ池

菟道三室戸寺

白川白山神社

／タ白川姿婆山

ｊ／

宇治紅斉

宇治外聖寺

ｊｊ

宇治県神ｔ±

神明神社

広ｌｆ町国鉄新田駅
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ら
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き
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
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Ｓ
Ｇ
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瓦
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Ｊ
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；
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＼
ｌ
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Ｃ
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ｃ
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－
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ぶ
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や
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前
に
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ず
投
事
所
ヘ



父 だ よ り
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1982年（昭和57年）4月11日発行（2）

健康診断と相談日程

※3ヵ月児健診、1歳6ヵ月児健診、3歳児健診は個人通知をします。

※母親教室は前編、後編の2回開きますので必ず2回受けてください。

※幼児相談ではことば、しつけ、。発達などの相談をお受けします。

※小倉公民館への車での来館は、ご遠慮ください。

成人病検診

46

私
た
ち
の
幸
せ
は
、
日
々
の
健
康
が

第
一
の
条
件
で
す
。
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
乳
幼
児
の
健
康
診
査
や
予

防
接
種
、
成
人
病
検
診
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
保
健
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
自
分
自
身
の

健
康
管
理
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
市
の
事
業
を
十
分
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

病
気
に
か
か
れ
ば
治
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

に
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

問
診
票
な
ど
記
入
し

予
防
接
種
を

予防接種日程
表

に
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

ｈ

時間 事業 対象 場所 57年4月
5月 日月 フ月 日月 9月 10月 11月 ＩＳ月

58年‘1
月 2月 3月

13：30

Ｓ

14：30

3ヵ

’月児

健診

満3

ヵ
月
児

保健医療センター

58年12月生57年1月生2月生 3月生 4月生 5月生 8月生 7月生 日月生 9月生 10月生 11月生

19 17 14 19 23 20 18 15 13 17 14 22

20 18 15 20 24 81 19 16 14 18 15 83

21 19 16 21 2Ｓ 2ｅ 20 17 15 19 16 25

9：30Ｓ

ｎ：00

乳

児

相

談

6ヵ

月児

Ｓｎ

ヵ月

児

保健医療センター 12 10 14 12 9 13 12 日 13 10 7 14

小倉公民館 19 ＳＩ 23 18 20 14

広野公民分館 2Ｓ 17 19 21 16 フ

木幡公民館 17 19 ｓｏ 15 17 Ｅ2
13：3Ｄ－
14：30

幼児相談1歳児～3歳児保健医療センター 22 20 17 ａ Ｅ6 16 21 18 16 20 17 17

13：30

Ｓ

14：30

ｌ6

ｌ

Ｘ

7
児

保健医療センター

ｓｓ年
9月生 10月生 11月生Ｋ月生 58年1月生2月生 3月生 4月生 5月生 日月生 7月生 8月生

ＩＥ10 7 18 9 13 12 Ｂ 6 10 フ 14

13 ｎ 8 13 10 14 13 9
フ’ ｎ 8 15

14 12 9 14 ｎ 17 15 10 8 12 9 16

13：30

Ｓ

15：00

3歳

児健

診

満3

歳3

ヵ月

児

宇治保健所

53年12月生54年1月生2月生 3月生 4月生 5月生 8月生 7月生 日月生 9月生 10月生 11月生

8 10 9 日 9 8 12 8 Ｂ 10 9 9

12 ｎ 10 ｉｅｎ 9 3 9 9 ｎ 10 10

14 13 14 14 ｉｅ13 14 ｎ 13 13 Ｍ 14
13：30～

15：30歯の教室 宇治保健所 20 15 16 18 ｓｏ 17

13：30

Ｓ

16：00

母

親

教

室

妊

婦

保健医療センター
前編Ｂ 6 3 日 5 2 フ 4 2 6 3 3

後編15 13 10 15 12 9 14 ｎ 9 13 10 10

木幡公民館
前編9 9 Ｂ 7

後編16 16 ｓｓ 14

小倉公民館
前輿 4 3 3 4

後編 ｎ 10 10 ｎ

広野公民分館
前編 7 日 5 4

後編 14 27 1Ｓ 18

9：30

Ｓ

11：00

血

圧

相

談

市

民

川東集会所 30 ｎ 6 1 3 4
木幡公民館 14 16 10 ＩＥ 14 11

開公民分館 16 18 25 13 10 18

小倉公民館 7 9 3 5 フ 4

城南荘集会所 Ｓ3 25 Ｅ7 15 17 25

広野公民分館 ｉ｝ 23 17 19 ＳＩ 18

検診名 対象 期間

住民検診 満15歳以上の市民

4月5日～4月28日

5月4日
（土・日曜日を除く）

循環器検診
住民検診で異常のあつ

た人

住民検診で異常のあ

った人に個人通知し

ます。

胃検診
昭和57年4月1日現在

満40歳以上の市民
8月31日～10月上旬 受診は申込み制にな

っています。くわし

いことは8月の市政
だよりでお知らせし

ます。子宮検診
昭和57年4月1日現在

満30歳以上の市民
8月末～ｎ月末

健
康
で
明
る
い
暮
ら
し

保健予防年間日程表

指
定
医
療
機
関
で
個
別
接
種
し
ま
す

個人通知はいたしません。よく見える

ところにはって58年３月まで保存し

てください。
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ミ ・

成
人
病
検
診
で

早
期
発
見
を

近
年
、
ガ
ン
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、

糖
尿
病
、
肝
硬
変
な
ど
。
成
人
病
”
が

苦
し
く
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
家
庭

や
社
会
に
と
っ
て
、
大
変
不
幸
な
こ
と

で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状

な
く
進
み
ま
す
。
病
気
に
気
が
つ
い
た

と
き
に
は
、
す
で
に
手
遅
れ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
健
康
か
ど
う
か
は
、

見
か
け
だ
け
で
判
り
ま
せ
ん
。
定
期
的

な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
健
康
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
と
き
に
、
健
康
へ
の

自
信
が
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。
自
分
勝
手

に
「
健
康
だ
」
と
思
い
込
む
こ
と
は
危

険
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
。
市
で
は
、
毎
年
春
に
住
民

検
診
、
夏
に
胃
ガ
ン
や
子
宮
ガ
ン
の
検

診
を
行
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健

康
診
断
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
の
が
さ
ず
、
進
ん
で
健
康
診
断

を
受
け
、
成
人
病
を
で
き
る
だ
け
早
期

三
種
混
合
の
接
種
風
景

（
3
月
苅
一
日
、
木
幡
公
民
館
で
）

ｌ

－ － － － 一 一 － ・ ・ － － －

市
て
は
。
い
ろ
い
ろ
な
予
防
接
持
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
受
け

く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
防
接
種
を
受
け
る
時
は
、

母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
腫
欄
を
よ
く

読
ん
で
く
だ
さ
い
。
乳
児
、
幼
児
、
児

童
か
受
け
る
時
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。
問
診
票
に
記
入
し
て
、
母

子
健
康
手
帳
と
と
も
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
会
場
へ
来
る
前
に
、
必
ず
体
温
を

測
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

宇
治
市
保
健
衛
生
課

昔
⑩
3
1
4
1
番
㈹

予防接種日
程表

会場 種目 時間 57年4月
5月 日月 7月 8月 日月 10月11月12月

58年1月
日月 3月 4月

保健

医

療セ

ンタ

Ｉ

側 14：00

Ｓ

15：30

23（ｉ）
7溺

28溺
ＩＢ倒

9図

30倒
20（扮｝｛ｉ倒

＾図

2ｉ倒
12図

3ｍ

ｕ溺
Ｍｍ17困

10閑

31（木）
21困

26㈲24㈲ 81㈲ 27（ｆｌ）4聞 22（月）20月）ｇ4（月）21（月）28㈲ 25（月）

28（水）26俐 23（水） 29（水）Ｂ（水）24（水）22（水）26（水）23（水）30（＊）27（水）

1倒

※日時の都合などで予防接種が受けられないことのないように、保健医療センターでも実施します。

種目

対実，象

所施／・

場在

所

／

時間

皿奏 皿頭羅 順題｜朧賜朧 目

生後3力Ｊ1～

4歳未ｉＳ（6週間以

上あけて2回服用）

●ｗ回ｉＳ3ｉＳ以Ｊ：15巌未満で今ま

でＫ度も受けていない人は
1－2迎の間隔で21ｂ］接種
●追加昨年初回（初めて2回）接腫

した人は1回接ｆ’ｆ；

ｉｒ！ｉ4歳末満のなるべく早い時則にツベルクリン反応を

うける

陰性者にはＢＣＧ接種（1回のみ）

生後
3ヵ川～

4歳未満（ｅ週間以

上あけて
2ｔｉＪ服Ｉｔｉ）

満3ｉｓ．以上ｉｓ歳末満て・施設

（保町所・幼邨ＳＩ・小学校・中学校）に通っている人

1～4週の間隔で2川接師

1期

2期

〔4Ｍ

3期

※4

服用 1回目 2回目 ツベルクリン
判定ＢＣＧ

服用 1回目 2回目 1

宇治市木幡公民館 木幡内畑

14：00

Ｓ

15：30

5．7
金

Ｂ．7

㈲

6．21
（月）

Ｓ．6

（月）
9．日
（水）

ｎ．15

（月）
ＩＳ．6

（月）

ＩＳ．ＥＯ

月）

58年1

東宇治幼稚園 五ヶ庄梅林
5．10

（月）

6．14

㈲

6．28

㈲

ｇ．Ｅｏ

㈲

ｇ．ｉｚ

（水）

ｎ．日

（月）
11．29

（月）

12．13

（月）

58年1

保健医療センター 市役所前
5．Ｂ（木）ｓ．ｕ剥

5．27（木〉

6．19

倒

フ．3

出

9．27

（月）

Ｓ．2Ｂ

（水）
11．5溺ｎ．ｉ9（勿
ｎ．2Ｂ溺

12．4

出

「・ｒ゛ｊ12．18

出

58年1

西小倉集会所 小倉町南堀池
5．12

困
6．15
（火）

6．ｇｇ

（火）
9．21
（火）

ｇ．23

困
11．10
（村

12．ｇ

（木）

12．23

俐

58年；

宇治市小倉公民館 小．倉町寺内
5．Ｂ

（木）

6．8

（火）

6．22

（火）

ｇ．14

（火）

9．16

（木）

ｎ．17

（水）
12．1
困

ＩＥ．15

鴎）

58年1

伊勢田公民分館 伊勢田町毛語
5．18

（火）

6．18

溺

7．2

溺

9．．22

（水）

ｇ．24

溺

11．25

（木）
12．2
（木）

12．16

（村

58年；

旦椋公会堂 大久保町山の内
5．17

（月）

Ｂ．17
（木）

フ．1
困

9．7
（火）

ｇ．9

（村

ｎ．16

（火）
11．30

（火）

12．14

（火）

58年1

－の坪集会所 横島町－の坪
5．13
（木）

6．16
（水）

6．30

（水）

ｇ．日

困

9．10

吻

ｎ．ＩＥ

溺
ＩＥ．3

溺
ＩＥ．17

溺

58年1

東目川公民分館 槙島町三十五 14：00～
15：00

5．ｎ

（火）

日．ｎ

溺

6．25

溺

3．1

（水）

ｇ．3

（金）

11．9

（火）

ＩＥ．7

（火）

ＩＥ．Ｅｌ

（火）

58年1

笠取第二小学校笠取小学校笠取
13：30～14：○0

14：30～15：○0

5．25

（水）

5．25

（火）

6．8

（火）

ｇ．14

（火）

ｇ．16

（木）

ｎ．24

（水）

ｎ．24

（水）
ＩＳ．Ｂ困58年Ｅ

※小倉公民館への車での来館は、ご遠慮ください。

47

保健予防年間予定表
昭和57年度

個人通知はいたしません。よく見えるところにはって58年３月まで保存してください。
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消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る

消
費
者
と
行
政
鷺
紹
ぶ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
今
後
一
年
間
活
躍
し

て
い
た
だ
ぐ
宇
治
市
消
費
牛
活
モ

ニ
タ
ー
二
十
四
人
が
、
こ
の
ほ
ど

決
ま
り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
日
常
の
買
物

を
通
じ
て
感
じ
β
れ
た
意
見
、
要

望
、
苦
情
等
を
「
モ
ニ
タ
ー
通
誤

で
市
に
送
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

月
一
回
の
事
業
を
組
ん
で
学
習
会
、

自
主
硯
究
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

相
談
・
調
査
活
動
な
ど
に
活
躍

ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
孝
乖
ｙ
。

そ
し
て
、
地
域
の
消
費
妾
写

Ｉ
ダ
ー
と
し
て
の
基
礎
的
知
識
を

培
い
、
地
域
社
会
の
中
に
広
め
て

い
た
だ
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
の
灯
油
需
要
期
に
は

価
格
調
査
夕
実
施
し
、
市
内
の
平

均
価
格
や
地
域
価
格
な
ど
ｍ
Ｍ

し
、
市
民
の
暖
房
対
策
に
役
立
て

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
、
苦
情
や
ご
意
見
を
受
け
付

け
て
い
未
了
の
で
、
市
9
屏
商
工

観
光
課
ま
た
は
近
ぐ
の
モ
ニ
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
消
費
尭
扁
談
〉
▼
4
月
1
4
日
、

車
ｍ
集
会
所
▼
4
月
2
8
日
、
市
役

所
商
工
観
光
課
、
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で
。

（
商
工
観
光
課
）

昭和57年度宇治市消費生活モニター

氏名 住所 電話番号

瀬口純子 木幡平尾4－276 32－7949

吉田紗喜子 ＩＩ南山一12 32－2882

土居ちづ子 木帳内畑：ｉ4－1りユニ十治マンション4－70333－1506

大津愛 木幡，≫ｌ’Ｊ佃9－2732－8196
瀬口登志子 五ヶ庄二番割44－1531－8960

島岡和子 菟道森本10－74 23－2101

米山つね子 ・・丸山1－96 22－1654
山田喜代子 ・・大垣内68－31 23－1958

谷本多栄子 宇治里尻49 22－8923

山中千津子 ・・妙楽94 22－2294

坂本和子 ・・壱番28 21－4261
小林陽子 南陵町一丁§1－6722－4095

山口淑子 1！四丁目1－21 23－9035

奥西静子 宇治ｉ山96－3 24－2473

山本明子 ・・半白20－12 22－1623

池本彩恵子 小ｔ町東Ｕ』22－122－7264

伊Ｓ知江子 横島町－ノ恥21－5323－9249

高田照美 小倉町南浦100－2823－4898

杉田愛子 伊勢田町砂田74－4120－3081

西川弘子 11名木二丁ｉｌ－7244－9198

松中清子 11名木ｔ丁目1－11044－0312

冨田寛子 広野町尖山2－110 43－9051

野村久子 ・・小根尾138－20423－7364

”Ｉ村さよ子・・小根尾138－13022－3005

▼
職
種
・
・
土
木
技
師
、
電
気
技

師
と
も
若
干
名
（
受
験
資
格
）
▼

土
木
技
師
・
：
昭
和
2
9
年
4
月
2
日

～
3
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以

上
の
学
校
で
土
木
の
課
程
迄
麻

し
た
者
▼
電
気
技
師
・
・
・
昭
和
2
6
年

4
月
2
日
～
3
9
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
次
れ
た
男
子
で
、
電
気
主
任

技
術
者
ま
た
は
高
圧
電
気
工
事
士

の
資
格
を
有
す
る
者
《
第
一
次
試

験
〉
▼
と
き
・
・
・
4
月
1
8
日
間
、
午

前
8
時
4
0
分
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
受
付

期
間
・
：
4
月
1
2
日
1
1
7
日
正
午
ま

で
▼
申
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
シ
兄
、
本
人

の
写
真
夕
ほ
り
申
込
書
夕
添
え
て

職
員
課
ま
で
。
郵
送
に
よ
る
受
け

付
け
は
し
ま
せ
ん
。
申
込
書
と
実

施
要
項
は
職
員
課
に
あ
り
ま
す
。

（
職
員
課
）

ふ
る
さ
と
農
園
の

補
充
1
4
日
ま
で

4
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
に
釜

し
た
ふ
る
さ
と
農
園
補
充
申
し
込

み
の
受
付
は
1
4
日
（
必
着
）
ま
で

で
ｙ
。
ご
希
望
の
人
は
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
（
市
外
の
人
は
勤
務
先
の
所

在
地
と
名
称
も
）
、
宇
治
市
役
所
農

林
茶
業
課
へ
。
（
農
林
茶
業
課
）

案
内

低
所
得
者
用

水
道
料
金

雑草火災が多発

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

注
意
し
て
、
火
災
予
防
に
努
め
｝

ご協力を

て
ぐ
だ
さ
い
。

◇

▽
子
μ
石
に
マ
″
チ
、
ラ
イ
タ

ー
な
熟
矛
痔
た
せ
な
い
。

▽
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
は
絶
対

に
し
な
い
。
｛

絹
劈
。
ミ
ゴｍ

ｕ
ｍ
ド

市
で
は
、
低
所
得
者
世
帯
及
び

牛
活
保
護
世
帯
の
水
道
料
金
の
負

担
軽
減
忿
凶
る
た
め
、
低
所
得
者

用
水
道
料
金
制
度
か
設
け
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
七
年
度

の
適
用
基
準
か
表
の
ぷ
つ
に
改
正

し
ま
し
た
。
該
当
す
る
人
は
、
低

所
得
者
用
申
請
書
に
昭
和
五
土
八

年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

（
源
泉
徴
庭
石
各
年
金
受
給
証

書
。
又
は
民
生
委
員
が
証
明
す
る

無
職
無
収
入
証
明
な
ど
）
奮
添
え

て
提
出
し
ア
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
書
は
水
道
部
業
務
課
料
金
係
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牛
居
保
護
世
帯

の
人
は
福
祉
事
務
所
か
通
じ
て
申

請
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

水道料金低所得者用基準額表

家族人員 1人 2人 3人 4人

5人以上

／4人を超えＸ

｜る1人に刎

Ｘぇる額／

所得額

（年額）

円

599，625

円

828，00）

円

1，115，600

円

1，254，200

円

313，550

（
水
道
部
）

身
体
障
害
者
等
の

軽
自
動
車
税
の
減
免

身
体
障
害
者
及
び
で
の
家
族
が

運
転
す
る
バ
イ
ク
な
芦
ほ
障
害
の

程
度
に
よ
っ
て
一
台
に
限
り
（
普

通
車
含
む
）
、
ま
た
忠
徊
扶
助
を
受

け
て
い
る
人
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
舎
匹
旨
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
今
月
中
に
市
民

税
課
ま
で
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
4
障
者
本
人
が
所
有
、
運

転
し
て
い
る
同
じ
軽
自
動
車
で
、

す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
握
に

は
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
吊
民
税
課
）

京
都
府
の

母
子
家
庭
奨
学
金

▼
対
象
・
・
・
乳
・
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
で
、
府
聊
届
の
奨
学
金

か
受
け
て
い
る
人
奮
朕
く
▼
支
給

額
・
・
・
年
額
で
乳
幼
児
が
6
千
円
、

小
学
生
が
1
万
2
千
円
、
中
学
生

が
2
万
↓
千
円
、
高
校
生
が
3
万

6
千
円
▼
申
請
・
・
・
5
月
3
1
日
ま
で

に
備
え
付
け
の
用
紙
で
福
祉
課
へ
。

毎
年
新
た
に
申
請
が
必
要
ぶ
ゐ

で
、
忘
れ
ず
に
。
（
福
祉
課
）

献
血

▼
4
月
1
2
日
間
、
午
前
1
0
時
か

ら
正
午
ま
で
、
宇
治
保
健
所
で
。

午
後
―
時
半
か
ら
1
時
半
ま
で
、

南
京
都
信
刄
蘆
本
店
で
▼
4
月

2
0
日
叫
、
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
と

午
後
1
時
か
ら
3
時
半
ま
で
、
西

友
ス
ト
ア
ー
宇
治
店
駐
車
場
で
▼

4
月
2
4
日
出
、
午
前
1
0
時
か
ら
正

午
ま
で
、
城
南
高
校
で
。

（
保
健
衛
生
課
）

犬
の
引
き
取
り

ｙ
と
き
・
・
・
4
月
1
3
Ｅ
脚
ｙ
と
こ

ろ
・
・
・
木
幡
公
民
分
館
＝
午
前
1
0
時

4
0
分
、
小
倉
公
民
館
＝
1
0
時
5
0
分
、

具
玖
昌
堂
9
Ｈ
時
1
0
分
、
宇
治

保
健
所
λ
昌
節
分
。

（
保
健
衛
生
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

食
事
に
欠
か
せ
な
い
油
、
使

っ
た
あ
と
の
廃
油
－
。
い
つ

ｖ
Ａ
Ｊ
う
処
理
し
よ
シ
か
と
思
案

す
る
中
で
、
私
た
ち
Ｅ
グ
ル
ー

プ
は
い
ま
一
度
、
屈
の
一
男

見
つ
め
て
み
ま
し
た
。

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〉

市
民
百
人
に
廃
油
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
「
廃
油
を
下
水
に

流
す
こ
と
に
よ
り
、
河
川
の
汚

染
に
不
安
夕
感
じ
る
」
と
答
え

た
人
が
八
十
八
人
、
ま
た
、
廃

油
か
ど
の
ぷ
つ
に
処
理
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ

「
そ
の
ま
ま
下
水
に
流
す
」
が

三
十
三
人
あ
り
ま
し
た
。
し
が

し
、
「
新
聞
に
し
み
こ
ま
せ
て

燃
え
る
ご
み
に
出
す
」
が
三
十

人
、
「
土
に
埋
め
る
」
が
十
八

人
な
ど
、
処
理
に
工
夫
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
廃
油
か
集
め
る
シ

ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
利
用
し
ま
ず

か
」
と
い
之
問
い
に
は
九
十
八

人
が
利
用
し
た
い
と
答
え
ら
れ

ま
し
た
。

〈
廃
油
収
集
の
実
態
〉

と
こ
ろ
で
、
廃
油
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
収
集
さ
れ
て
い
る

の
か
、
回
収
業
者
の
Ｈ
社
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。

収
集
先
は
料
理
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
学
校
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
、
照
応
な
状
態
の
廃
油
で

も
利
用
価
値
は
あ
り
、
一
定
量

ま
と
ま
っ
て
い
れ
ば
集
め
に
行

く
と
の
こ
と
享
ｙ
。

廃
油
の
行
き
先
は
、
主
に
一

流
料
理
店
か
ら
出
る
新
品
に
近

い
廃
油
は
石
け
ん
に
、
こ
は
ぐ

色
で
主
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
給
食

か
ら
甲
（
廃
油
は
配
合
飼
料
や

肥
料
と
し
て
、
そ
し
て
、
茶
色

で
主
に
家
庭
か
ら
出
忌
届
は

燃
料
、
塗
料
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

再
利
用
で
き
ま
す
。

〈
廃
油
を
出
さ
な
い
た
め
に
〉

石
け
ん
工
場
や
廃
油
業
者
を

再利用できる廃油

消費生活モニターＥグループ

訪
問
し
、
や
は
り
家
庭
の
廃
油

は
ぶ
っ
か
い
も
の
”
と
い
う

感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

油
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

倒
油
の
性
質

・
天
ぷ
ら
油
・
・
・
加
熱
に
対
し
安

定
性
が
あ
る
。

・
サ
ラ
ダ
油
・
・
・
新
鮮
な
風
味
の油は毎日の生活に欠かせない

持
続
性
、
安
定
性
、
耐
寒
性

に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

㈲
食
用
油
の
保
障
年
限

ひ
禾
開
封
・
：
缶
入
り
で
二
年
、

不
透
明
び
ん
で
一
年
半
、
プ

ラ
ス
チ
″
ク
容
器
入
り
で
一

年
ま
で
。

ひ
開
封
後
…
冷
暗
所
で
Ｉ
～
二

ヵ
月
（
た
だ
し
、
ポ
リ
容
器

は
Ｉ
ヵ
月
）
。

㈲
上
9
な
使
い
方

天
ぷ
ら
な
べ
に
深
意
一
丁
五

ｔ
μ
ほ
ど
（
直
径
二
八
ぢ
μ
の

な
べ
に
1
0
0
0
鰐
）
今
ハ
れ

と
μ
尹
答
さ
し
油
す
る
。
使
用

回
数
は
六
回
ぐ
ら
い
ま
で
可
能
。

劣
化
防
止
の
た
め
に
は
摂
氏
一

六
〇
度
か
ら
一
八
〇
度
の
適
温

を
守
り
、
精
進
あ
ぼ
、
て
ん
ぷ

ら
、
フ
ラ
イ
、
か
シ
の
げ
の
順

に
使
う
と
よ
い
。

〈
実
際
の
と
り
く
み
〉

剛
木
幡
で
実
施
中
の
も
の

隣
組
単
位
に
ポ
リ
容
器
を
回

し
一
定
期
間
た
め
て
お
き
、
業

者
に
粉
石
け
ん
と
交
換
あ
る
い

は
現
金
で
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、

町
費
の
一
部
に
あ
て
て
い
る
。

向
八
幡
市
の
と
り
く
み

行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
消

費
生
活
研
究
会
が
昨
年
三
月
か

ら
回
収
運
動
を
開
始
。
各
家
庭

か
ら
持
ち
よ
っ
た
廃
油
を
ポ
リ

容
器
で
回
収
し
、
業
者
に
買
い

と
っ
て
も
ら
・
ｒ
ｉ
シ
ス
テ
ム
で
、

売
上
金
は
市
内
の
福
祉
施
設
に

寄
付
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
食

用
廃
油
か
莉
用
し
た
粉
石
け
ん

製
造
工
場
を
市
内
に
つ
く
紅
た

い
意
向
。

〈
ま
と
め
〉

小
さ
な
関
心
、
疑
問
か
ら
は

じ
ま
り
、
ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
、
石
け

ん
工
場
、
廃
油
業
者
と
石
ず

つ
あ
た
っ
て
い
く
う
ち
、
ど
の

場
で
も
ま
ず
消
費
者
の
意
識
を

高
め
手
を
つ
な
が
な
け
れ
ぱ
な

兌
詐
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
行
政
の
力
の

必
要
性
欠
9
ぐ
感
じ
ま
し
た
。

（
商
工
観
光
課
）

48

前
回
に
続
い
て
、
も
う
一
つ
の

被
害
実
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇

一
。
。
。
。
…
…
…
。
。
…
…
…
一

一
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
通
懇

廠
売
用
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
士

石
あ
て
名
書
き
内
職
で
、
〈

｛
会薇

収
す
る
例
や
、
報
酬
は
三

ぐ
じ
た
場
合
、
保
証
金
等
の

濤
之
条
件
が
不
明
確
な
た
め
、
中

途
解
約
の
時
に
纒
営
応
ぐ
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
た
り
、
報
酬
が

歩
合
制
の
た
め
期
待
し
た
ほ
ど
の

収
入
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
実

際
の
申
込
数
が
わ
か
孕
大
変
安

い
収
入
し
か
受
け
と
れ
な
い
等
の

被
害
も
出
て
い
未
了
。

◇

以
上
フ
ン
チ
キ
内
Ｆ
の
実

例
を
み
て
声
蛋
し
た
が
、
最
近
は

ま
Ｔ
手
幼
妙
で
悪
質
な
手
口
に

な
っ
て
き
て
い
未
了
。

製
造
・
加
工
業
者
や
販
売
業
者

等
か
ら
委
託
か
受
け
て
、
自
宅
で

物
品
の
製
造
・
加
工
に
従
事
し
て

い
る
家
内
労
働
者
の
工
賃
、
就
業

時
間
、
安
全
衛
生
等
の
労
働
条
件

の
改
善
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
に
「
家
内
労
働
法
」
が
あ
り
、

次
の
よ
ラ
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
ｙ
。

①
仕
事
を
嬌
め
る
時
に
は
、
委
託

業
者
か
ら
家
内
労
働
手
帳
を
交

付
し
て
も
ら
い
、
工
賃
は
一
個

い
く
ら
か
、
納
期
は
い
つ
か
、

工
賃
の
支
払
い
日
は
い
つ
か
な

ど
、
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て

も
ら
フ
こ
と
に
な
っ
て
い
水
子
。

②
工
賃
は
、
で
唇
よ
っ
た
製
品
を

インチキ内職こ注意を

大切な委託条件の確認

委
託
業
者
に
納
め
て
か
ら
一
ヵ

月
以
内
に
も
ら
え
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
毎
月
二
十
五
日
と

か
月
末
と
旦
定
の
日
を
工
賃

締
切
日
と
し
て
い
る
握
に
は
、

そ
の
日
か
ら
一
ヵ
月
以
内
で
す
。

③
工
賃
の
改
善
を
図
る
た
め
、
横

編
メ
リ
ヤ
ス
、
織
物
、
縫
製
、

電
気
部
品
な
ど
業
種
別
に
委
託

業
者
が
支
払
う
べ
き
工
賃
の
最

低
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

④
ま
た
、
工
賃
の
支
払
い
は
全
額

現
金
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

レ
か
し
、
イ
ン
チ
キ
内
職
は
家

内
労
働
法
の
適
用
が
な
い
握
昂

多
く
。
放
置
す
れ
ば
相
当
数
の
内

職
労
働
者
が
被
害
夕
受
け
る
の
は

明
ら
か
で
あ
り
、
労
働
省
で
は
内

職
夕
委
託
す
る
時
の
入
会
金
・
登

録
料
・
保
証
金
の
徴
収
を
や
め
さ

せ
る
な
ど
損
導
を
極
め
て
い
ま
す
。

。
イ
ン
チ
キ
内
9
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
内
職
希
望
者
の

注
意
が
何
よ
り
も
肝
心
で
す
。
誰

に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
で
、

高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
っ
た

『
う
ま
い
～
は
普
通
あ
り
え
ま

せ
ん
。
内
職
衆
贈
め
る
時
は
、
工

賃
そ
の
他
の
委
託
条
件
を
必
ず
確

認
し
、
フ
ン
チ
キ
内
9
の
被

害
に
あ
わ
な
い
ぷ
つ
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◇

イ
ン
チ
キ
内
職
か
西
め
、
家
内

労
働
法
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お

問
い
＜
ｉ
ｔ
ｌ
Ｑ
＾
は
京
都
労
働
基
準
局

（
ｅ
0
7
5
－
⑩
3
2
1
1
）
、
京
都

南
労
働
基
準
｀
言
署
（
豊
0
7
5
－
⑩

ｇ
2
1
）
圭
飛

（
交
通
労
政
課
）

募
集

宇
治
市

職
員

火災予防に
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